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経
営
労
働
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
第
二
十
九
期
経
営
指
針
を
つ
く
る

会
」
が
八
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
今
期
も
全
六
回
・
十
二
日
間
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
設
営
。
企
業
の
道

し
る
べ
と
な
る
経
営
指
針
の
成
文
化

と
実
践
で
厳
し
い
経
営
環
境
を
乗

り
越
え
る
た
め
、
二
十
三
社
よ
り

二
十
七
名
の
参
加
申
込
が
あ
り
ま
し

た
。

　

第
一
講
は
八
月
二
日
（
金
）・
三

日
（
土
）
の
二
日
間
、
前
橋
問
屋
セ

ン
タ
ー
会
館
を
会
場
に
「
経
営
理
念

の
作
成
と
深
堀
り
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
。
小
板
橋
委
員
長
の
開
会
挨
拶
・

趣
旨
説
明
、
経
営
課
題
と
参
加

目
的
の
確
認
の
後
、
昨
年
度
に

続
い
て
中
同
協
・
経
営
労
働
委

員
長
を
務
め
る
㈱
山
田
製
作
所
・

山
田
茂
氏
（
大
阪
同
友
会
代
表

理
事
）
を
迎
え
、
人
を
生
か
す

経
営
（
労
使
見
解
）
を
根
幹
と

し
た
「
同
友
会
の
目
指
す
経
営

指
針
」「
経
営
理
念
と
経
営
姿

勢
」「
３
Ｓ
活
動
を
通
じ
た
企
業

風
土
づ
く
り
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
、
自
身
の
経
営
体
験
や
企
業

変
革
の
経
営
実
践
を
余
す
と
こ

ろ
な
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
後
の
グ

ル
ー
プ
討
論
で
は
、
山

田
氏
の
熱
き
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
て
、
今
後
の

経
営
指
針
と
企
業
づ
く

り
へ
の
想
い
を
深
め
て
い
き

ま
し
た
。

　

二
日
目
の
中
盤
か
ら
は
、

今
年
度
が
初
参
加
に
な
る
メ

ン
バ
ー
を
中
心
に
し
た
Ａ

コ
ー
ス
と
、
昨
年
か
ら
連
続

参
加
に
な
る
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
し
た
Ｂ
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
進
行
。Ａ
コ
ー
ス
は「
経

営
理
念
検
討
シ
ー
ト
」
の
記

入
と
グ
ル
ー
プ
討
論
を
交
互

に
行
い
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
創
業
者
の
想
い
や
自
社

の
使
命
を
経
営
理
念
に
重
ね
て
い
き

ま
し
た
。
一
方
、
Ｂ
コ
ー
ス
で
は
、

引
き
続
き
山
田
氏
の
協
力
の
も
と
で

財
務
体
質
の
強
化
や
働
く
環
境
づ
く

り
、
経
営
指
針
の
浸
透
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
経
営
課
題
を
深
掘
り
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

次
回
以
降
、
環
境
分
析
や
財
務
分

析
、
経
営
方
針
や
経
営
計
画
な
ど
の

作
成
を
経
て
、
第
六
講
で
は
発
表
会

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
依
然
と
し
て
厳

し
い
経
営
環
境
の
渦
中
に
あ
り
ま
す

が
、
経
営
指
針
の
成
文
化
と
実
践
が

必
ず
や
力
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

「継続は力！参加するたびに会社が強くなる」「継続は力！参加するたびに会社が強くなる」

第29期　経営指針をつくる会・第１講
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優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

日
本
一
分
か
り
や
す
い
Ｂ
Ｓ
講
座

日
本
一
分
か
り
や
す
い
Ｂ
Ｓ
講
座

青
年
部
７
月
例
会

　

青
年
部
で
は
、七
月
十
八
日（
木
）、

同
友
会
事
務
所
会
議
室
を
会
場
に
例

会
を
開
催
。
今
回
の
例
会
は
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
や
世
代
交
代
を
控
え
る
青
年

部
世
代
の
〝
財
務
を
ゼ
ロ
か
ら
学
び

た
い
〟
と
い
う
声
に
応
え
る
形
で
企

画
さ
れ
「
専
門
家
が
語
る
日
本
一
わ

か
り
や
す
い
Ｂ
Ｓ
講
座
」と
題
し
て
、

税
理
士
事
務
所
ｓ
ｋ
ｙ
・
代
表
、
小

林
潤
氏
（
伊
勢
崎
支
部
）
が
講
師
を

務
め
ま
し
た
。

　

小
林
氏
は
冒
頭
で
「
財
務
に
関
し

て
は
、
少
し
勉
強
を
し
て
解
っ
た
と

い
う
状
態
が
危
険
。
何
事
も
基
礎
は

す
ご
く
重
要
」
と
伝
え
た
う
え
で
講

義
を
開
始
し
ま
し
た
。
Ｂ
Ｓ
（
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
／
貸
借
対
照
表
）
の
構

成
を
丁
寧
に
解
説
し
た
う
え
で
、
計

算
し
や
す
い
数
字
を
用
い
て
実
際
の

動
き
を
何
度
も
確
認
し
て
い
き
ま
し

た
。
基
礎
の
基
礎
を

反
復
し
て
、
表
の
動

き
を
理
解
す
る
事
に

ほ
ぼ
全
て
の
時
間
を

使
う
こ
と
で
難
し
い

と
い
う
認
識
が
徐
々

に
解
け
て
い
き
ま
し

た
。「
Ｂ
Ｓ
が
わ
か
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、

経
営
が
劇
的
に
良
く

な
る
こ
と
は
な
い
が
、

中
長
期
的
な
視
点
で

経
営
の
安
定
化
に
繋

が
る
」
と
、
焦
ら
ず

に
基
礎
か
ら
し
っ
か

り
と
財
務
を
学
ぶ
大

切
さ
も
訴
え
ま
し
た
。

　

講
義
の
後
は
「
本

日
の
学
び
か
ら
あ
な

た
が
次
や
る
こ
と
は
な
に
か
」
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
決
算

書
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
一

歩
が
踏
み
出
せ
た
」「
基
礎
を
し
っ

か
り
学
べ
た
。毎
月
や
っ
て
ほ
し
い
」

「
資
産
に
対
す
る
認
識
が
変
わ
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

活
動
方
針
に
掲
げ
た
「
し
っ
か
り

学
べ
る
青
年
部
」
を
実
践
す
る
活
動

内
容
に
、
今
後
の
青
年
部
メ
ン
バ
ー

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
例
会
と
な
り

ま
し
た
。
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中
小
企
業
の
魅
力
は

中
小
企
業
の
魅
力
は

��

伝
わ
っ
て
い
る
の
か
？

伝
わ
っ
て
い
る
の
か
？

鶴
の
花
部
会
と
の
合
同
例
会

鶴
の
花
部
会
と
の
合
同
例
会

高
崎
支
部
７
月
例
会

太
田
支
部
７
月
例
会
・
鶴
の
花
部
会

　

太
田
支
部
で
は
七
月
十
九
日

（
金
）、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
お
た
を
会

場
に
、
鶴
の
花
部
会
と
合
同
で
例
会

を
開
催
。
女
性
経
営
者
と
経
営
者
夫

人
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
、
女
性

の
働
き
方
を
考
え
る
機
会
と
し
て
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

　

鶴
の
花
部
会
よ
り
、
女
性
経
営
者

と
し
て
登
壇
し
た
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
・
齋
藤
由
起

子
氏（
桐
生
支
部
）／
㈱
ア
リ
サ
テ
ッ

ク
・
佐
藤
ジ
ゼ
レ
氏
（
太
田
支
部
）

の
二
名
。「
女
性
が
働
き
続
け
る
た

め
に
必
要
な
も
の
は
？
」
と
い
う
問

い
に
対
し
て
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に

加
え
、
女
性
経
営
者
と
し
て
の
視
点

で
感
じ
る
働
き
方
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

　

経
営
者
夫
人
と
し
て
登
壇
し
た
の

は
、
ビ
オ
エ
ナ
ジ
ー
㈱
・
澤
浦
幸
子

氏
（
沼
田
支
部
）
／
㈲
妙
義
ナ
バ

フ
ァ
ー
ム
・
黛
佐
予
氏
（
富
岡
安
中

支
部
）
の
二
名
。「
社
長
夫
人
の
リ

ア
ル
な
日
常
か
ら
変
わ
る
べ
き
こ
と

を
学
ぶ
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
経

営
者
夫
人
に
な
る
前
の
キ
ャ
リ

ア
か
ら
、
今
の
立
場
に
な
っ
て

か
ら
の
変
化
、
社
内
外
で
の
社

長
と
の
関
係
な
ど
も
報
告
し
ま

し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
近
い
形
で
進
行
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
報
告
の
途
中
で
も

質
疑
応
答
や
男
性
経
営
者
へ
意

見
を
求
め
る
様
子
も
見
ら
れ
、

時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
合
同
例
会

を
有
意
義
に
活
用
す
る
様
子
が

伺
え
ま
し
た
。
支
部
例
会
で
取

り
上
げ
る
機
会
が
少
な
い
テ
ー

マ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
新
鮮

な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
女
性

だ
か
ら
と
意
識
せ
ず
に
、
個
々
人
に

寄
り
添
う
事
が
大
切
」「
今
更
な
が

ら
内
助
の
功
に
気
付
か
さ
れ
た
」「
質

疑
応
答
だ
け
で
な
く
、
一
人
ず
つ
例

会
報
告
で
話
を
聞
い
て
み
た
い
」
と

い
っ
た
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

鶴
の
花
部
会
に
限
ら
ず
、
専
門
委

員
会
と
支
部
と
の
合
同
例
会
が
増
え

る
こ
と
で
、
同
友
会
の
各
種
活
動
が

ひ
ろ
く
周
知
さ
れ
る
事
を
期
待
さ
せ

る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
三
十
一
日
（
水
）、
高
崎
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
高

崎
支
部
七
月
例
会
」
を
開
催
。
か
ね

て
よ
り
群
馬
同
友
会
の
共
同
求
人
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
長
野

大
学
、
准
教
授
・
飯
塚
秀
彦
氏
を
お

招
き
し
、「
中
小
企
業
の
魅
力
は
伝

わ
っ
て
い
る
の
か
？
～
学
校
と
連
携

し
、
よ
り
若
者
か
ら
選
ば
れ
る
会
社

へ
～
」
を
テ
ー
マ
に
ご
報
告
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

飯
塚
氏
は
、
高
校
教
諭
時
代
に
遡

る
群
馬
同
友
会
と
の
出
会
い
や
協
働

で
の
取
り
組
み
、
共
同
求
人
活
動
の

意
義
な
ど
を
紹
介
し
た
後
、
八
月
末

に
開
催
さ
れ
る
「
第
六
回
社
会
連
携

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
詳
細
を
説
明
。

開
催
目
的
や
テ
ー
マ
（
高
校
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
共
に
考
え

よ
う
）
を
確
認
し
た
上
で
、
新
し
い

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
「
社
会
に

開
か
れ
た
教
育
課
程
」「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
に
つ
い
て
、

そ
の
現
状
や
課
題
を
交
え
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
中
小
企

業
で
働
く
魅
力
は
何
か
？
そ

れ
を
ど
う
伝
え
る
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を

実
施
。「
経
営
者
や
顧
客
と

近
く
、
地
域
社
会
と
の
つ
な

が
り
も
強
い
」「
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
色
々
な
仕
事
が

経
験
で
き
る
」「
若
者
に
選

ば
れ
続
け
る
に
は
〝
人
を
生

か
す
経
営
〟
の
実
践
が
不
可

欠
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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皆様から愛される皆様から愛される
� 電気屋を目指して� 電気屋を目指して

富岡安中支部７月例会

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
七
月
二
十�

六
日
（
金
）、
富
岡
公
民
館
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
電
気
屋
を

目
指
し
て
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
㈲
勝

山
電
気
工
事
、
代
表
取
締
役
・
勝
山

敦
氏
（
会
員
登
録
は
取
締
役
・
宮
島

氏
／
高
崎
支
部
）
が
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　

勝
山
氏
は
、
な
ぜ
利
益
が
出
る
の

か
を
、
自
社
の
利
益
構
造
を
解
説
し

た
う
え
で
報
告
に
入
り
ま
し
た
。
自

身
の
修
行
時
代
か
ら
今
に
至
る
ま
で

の
経
験
を
、
当
時
の
仕
事
や
出
会
い

等
を
含
め
て
赤
裸
々
に
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
人
一
人
が
主
体
的
に
動
く

従
業
員
と
の
関
係
性
や
、
事
業
承
継

も
含
め
た
将
来
の
展
望
ま
で
余
す
こ

と
な
く
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
勝
山
電
気
工
事
の
よ

う
な
会
社
を
ど
う
思
う
か
」
の
テ
ー

マ
で
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、
業
種

を
超
え
て
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
利
益

構
造
を
か
み
砕
き
、
論
理
的
に
売
上

げ
を
上
げ
て
い
る
事
に
関
心
し
た
」

「
社
員
が
主
体
的
に
働
く
為
の
具
体

的
な
取
組
み
が
理
解
出
来
た
」と
い
っ

た
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

資
金
調
達
は
ド
ブ
板
営
業
の
ご
と
く

資
金
調
達
は
ド
ブ
板
営
業
の
ご
と
く伊勢

崎
支
部
７
月
例
会

　

七
月
二
十
三
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
七

月
例
会
」
を
開
催
。
和
牛
繁
殖
を
手

掛
け
る
㈲
ビ
ク
ト
リ
ー
、
代
表
取
締

役
・
根
岸
拓
哉
氏
（
伊
勢
崎
支
部
）

が
報
告
者
を
務
め
、「
資
金
調
達
は

ド
ブ
板
営
業
の
ご
と
く
～
金
融
機
関

に
応
援
し
て
も
ら
う
た
め
に
大
切
な

こ
と
と
は
？
～
」
を
テ
ー
マ
に
自
身

の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

畜
産
業
界
が
直
面
す
る
厳
し
い
経

営
環
境
の
中
、
新
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
挑

戦
を
決
意
し
、
難
易
度
の
高
い
資
金

調
達
に
奔
走
し
た
根
岸
氏
。
そ
れ
を

実
現
し
た
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
金
融

機
関
へ
の
事

細
か
な
情
報

共
有
を
挙
げ

て
「
と
に
か

く
決
裁
権
者

に
会
っ
て
、

信
用
の
量
を

増
や
す
こ
と

が
大
事
」
と

語
り
ま
し

た
。
ま
た
、

㈱
ｓ
ｋ
ｙ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
・

横
須
賀
氏

が
、
今
回
の

資
金
調
達
を

支
援
し
た
立

場
か
ら
補
足

解
説
。
具
体

的
な
数
字
に

触
れ
つ
つ
、

経
営
者
の
熱
意
や
執
念
、
行
動
力
の

重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
資
金
調
達
の
こ

だ
わ
り
や
コ
ツ
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。
成
功
・
失
敗

を
問
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
が

赤
裸
々
に
自
身
の
体
験
談
を
交
流
し

ま
し
た
。
最
後
に
根
岸
氏
は
「
こ
れ

ま
で
以
上
に
本
音
で
話
せ
る
同
友
会

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
参
加
者
に

呼
び
掛
け
、
多
く
の
共
感
を
得
て
い

ま
し
た
。
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空白の５年、空白の５年、
　　　　当社の軌跡　　　　当社の軌跡

渋川吾妻支部７月例会

　

七
月
十
八
日
（
木
）、
渋
川
市
中

央
公
民
館
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻
支

部
七
月
例
会
」
を
開
催
。
ペ
ッ
ト
用

品
（
猫
砂
）
製
造
の
益
央
工
業
㈱
、

専
務
取
締
役
・
島
崎
亮
介
氏
（
渋
川

吾
妻
支
部
）
が
「
空
白
の
五
年
、
当

社
の
軌
跡
～
社
長
就
任
に
向
け
て
の

決
意
と
は
？
～
」
と
題
し
て
、
自
身

の
経
営
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

新
工
場
へ
の
移
転
に
伴
う
多
忙
に

よ
り
、
し
ば
ら
く
同
友
会
か
ら
足
が

遠
の
い
て
い
た
島
崎
氏
。
そ
の
約
五

年
間
に
あ
っ
た
想
定
外
の
機
械
ト
ラ

ブ
ル
や
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
退
社
、
夜

勤
メ
イ
ン
の
現
場
仕
事
な
ど
、
肉
体

的
に
も
精
神
的
に
も
苦
し
か
っ
た
道

の
り
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

今
年
四
月
に
年
内
の
社
長
交
代
を
告

げ
ら
れ
、
不
安
に
駆
ら
れ
て
同
友
会

に
復
帰
。
報
告
の
最
後
に
は
、
現
状

の
課
題
と
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
上

で
「
ぜ
ひ
忌
憚
の
な
い
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
た
い
」
と
参
加
者
に
投

げ
掛
け
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
経
営
者
の
仕
事・

役
割
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
討
論
を
実
施
。「
進
む
べ
き
方
向

を
社
員
に
指
し
示
す
」「
会
社
の
現

状
、
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
す
る
こ

と
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
を
移
し
て

の
懇
親
会
で
は
、
島
崎
氏
の
投
げ
掛

け
に
応
え
、
よ
り
突
っ
込
ん
だ
経
営

談
義
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

会
員
企
業
訪
問
例
会

会
員
企
業
訪
問
例
会

前
橋
支
部
７
月
例
会

　

前
橋
支
部
で
は
、
七
月
二
十
四
日

（
水
）、
㈱
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
（
関
智
宏

氏
・
天
野
優
氏
、
登
録
は
㈱
Ｊ
Ｏ
Ｅ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
）
を
会
場
に
、
企
業
訪
問

例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

印
刷
工
場
の
見
学
に
加
え
て
、
関
社

長
が
同
社
の
実
例
を
も
と
に
「
デ
ザ

イ
ン
経
営
」
の
手
法
を
用
い
た
採
用

サ
イ
ト
の
設
計
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

　

見
学
で
は
、
業
務
フ
ロ
ア
と
印
刷

工
場
を
順
に
見
学
し
、
紙
媒
体
の
縮

小
に
よ
り
機
械
を
減
ら
し
た
と
言
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
見
た
こ
と
の
な

い
ロ
ー
ル
状
の
印
刷
用
紙
の
大
き
さ

や
、
高
速
で
プ
リ
ン
ト
さ
れ

ま
と
め
ら
れ
て
い
く
印
刷
物

な
ど
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。

　

関
社
長
の
報
告
で
は
「
モ

ノ
視
点
」
か
ら
「
プ
ロ
セ
ス

が
生
み
出
す
付
加
価
値
」
へ

事
業
ド
メ
イ
ン
を
再
定
義

し
、
社
名
変
更
に
至
る
ま
で

の
変
革
と
同
社
の
人
材
採
用

の
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
会
社
の
役
割
、
何
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
い
る
か
な

ど
、
社
員
全
員
の
意
識
統
一

が
必
要
だ
と
再
確
認
で
き

た
」「
企
業
の
在
り
方
を
明

確
に
す
る
必
要
性
を
感
じ

た
」
等
の
感
想
が
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
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〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

答えは己の中にある答えは己の中にある

　

沼
田
支
部
で
は
、
七
月
二
十
三
日

（
火
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
、
昨
年
開
催
し
好
評
だ
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
相
互
支
援
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
進
行
を
担
当
し
た
㈲
農
園
星

ノ
環
・
星
野
社
長
は
、
ル
ー
ル
の
説

明
と
ワ
ー
ク
の
狙
い
を
丁
寧
に
解
説

し
た
う
え
で
「
今
回
の
ゴ
ー
ル
は
、

相
手
を
や
る
気
に
さ
せ
、
自
ら
も
や

る
気
に
な
っ
て
帰
る
事
」
と
参
加
者

に
伝
え
、ワ
ー
ク
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

課
題
や
悩
み
に
対
し
て
質
問
を
返

す
こ
と
で
、
発
表
者
が
自
ら
答
え
を

見
つ
け
出
す
手
助
け
を
す
る
ワ
ー
ク

で
す
が
、
直
接
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
に

な
り
が
ち
な
発
言
に
頭
を
悩
ま
せ
る

姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
伝
え

る
難
し
さ
、
応
援
さ
れ
る
嬉
し
さ
な

ど
、考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
だ
っ
た
」

「
そ
れ
ぞ
れ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

大
変
励
み
に
な
っ
た
」「
悩
み
を
聞

い
て
く
れ
る
仲
間
の
大
切
さ
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
言
葉
の
大
切
さ
を
感
じ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

沼田支部７月例会

　

七
月
二
十
六
日
（
金
）、
桐
生
商

工
会
議
所
を
会
場
に
「
桐
生
支
部
七

月
例
会
」
を
開
催
。「
幹
部
社
員
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～
求
め

ら
れ
る
役
割
と
今
後
の
目
標
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
会
員
企
業
の
幹
部
社
員

で
あ
る
㈲
花
ぶ
さ
・
寺
治
智
成
氏
、

㈱
ユ
ニ
マ
ー
ク
・
穴
原
和
季
氏
が

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
の
は

㈲
平
野
商
店
・
平
野
氏
（
桐
生

支
部
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
簡
単
な
自
己
紹

介
・
会
社
紹
介
に
続
き
、
自

身
が
任
さ
れ
て
い
る
仕
事
や
任

さ
れ
た
い
仕
事
、
幹
部
社
員
と

し
て
の
自
覚
を
持
っ
た
タ
イ
ミ

ン
グ
、
現
状
の
課
題
な
ど
の
質

問
に
対
し
、
率
直
に
回
答
し
て

い
っ
た
パ
ネ
ラ
ー
二
名
。
今
後

の
目
標
に
つ
い
て
は
「
社
長
に

追
い
つ
き
、
追
い
越
せ
る
よ
う

に
頑
張
る
。
そ
れ
が
社
長
へ
の

恩
返
し
」「
社
長
の
よ
う
に
何

で
も
応
え
ら
れ
る
、
頼
ら
れ
る

存
在
に
な
り
た
い
」
と
し
、
両

名
と
も
に
社
長
へ
の
リ
ス
ペ
ク

ト
や
信
頼
関
係
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉

で
締
め
括
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
全
体
で
の
質
疑
応
答

で
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
に

迫
っ
た
ほ
か
、
各
グ
ル
ー
プ
で
の
意

見
交
換
も
実
施
。「
幹
部
社
員
の
成

長
が
会
社
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
い
う
座
長
の
ま
と
め
が
、
全

て
を
物
語
る
有
意
義
な
例
会
と
な
り

ま
し
た
。

幹
部
社
員
の

幹
部
社
員
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

桐
生
支
部
７
月
例
会
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同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

【湯浴み着　おしゃれに】
� ㈱ファスター
　病気やけがなどで体に傷を負った人が入浴時に使う
「湯浴み着」を誰もが着やすくおしゃれにしようと、県
内企業や大学生らのグループ「you＆me（ユーアンド
ミー）」が、新商品「ゆがすみ」を開発した。
　グループは昨年、県の「サウナ・スパ関連商品等開
発支援事業」を通じて結成された。事業の成果として
今年３月、湯浴み着を発表し、事業を終えるはずだっ
たが、グループのメンバーが所属する共愛学園前橋国
際大学の兼本雅章教授が、乳がんサバイバーで新田暁
高校の藤井佳津枝教務主任がラジオで湯浴み着につい
て話すのを偶然聞き、連絡を取ったことをきっかけに、
活動を延長した。
　同大の飯塚俊太朗さんら学生５人が藤井さんとデザ
イン、機能について協議を重ね、生地を㈱ファスター（代
表取締役・織間稔氏／伊勢崎支部所属）の下田真也さん、
染色を金井レース加工の金井雄一代表、型紙作りや縫
製、裁断をGRIZZLEX（グリズレックス）のデザイナー
KUMAさんがそれぞれ手掛けた。
� ［７／ 27付上毛］

【氷のクジラ　雄大に】
� ㈱出雲・ホワイトパーク
　クジラやアザラシ、ペンギンなど海をテーマにした
氷の彫刻が渋川市のホワイトパーク（㈱出雲、代表取
締役・中野賢幸氏／渋川吾妻支部所属）内にある「ア
イスワールド」に登場し、来場者を楽しませている。
　約３㍍のクジラは氷柱をつなぎ合わせ、３日間かけ
完成させた。大海原を雄大に泳ぐような姿が照明によっ
て浮かび上がり、神秘的な美しさを見せる。
　厳しい暑さの中、室内は氷点下８度。少なくとも夏
いっぱいは展示する。
　入館料は中学生以上千円、小学生500円。
� ［７／ 29付上毛］

【新型純氷製氷機を開発】
� 島田工業㈱
　精密板金加工などを手がける島田工業㈱（取締役会
長・島田利春氏／伊勢崎支部所属）は、水道水から透
明度の高い純氷を作る製氷機「透美氷（とみこ）」を開
発した。約40年前に作った製氷機の改良型で、短時間
で不純物のない純氷を作ることができる。飲食店向け
の業務用を中心に、猛暑の町として知られる伊勢崎か
ら販路の拡大を目指す。
　酒類やコーヒーを提供するバー、喫茶店など県内外
の飲食店での需要を見込む。販売価格を現在検討して
いる。同社は「年度内に量産態勢を構築し、その後の
本格販売を目指したい」としている。
� ［７／ 30付上毛］

【コーヒーに障害者アート】
� ㈱大和屋
　障害者の芸術活動を支援するNPO法人あかね（高
崎市）とコーヒー製造販売の㈱大和屋（取締役会長・
平湯正信氏／高崎支部所属）がコラボしたコーヒー
のドリップパックの詰め合わせ商品が２日から販売
される。同法人の通所施設「アトリエ　アート・オン」
の利用者が１枚１枚手書きした絵がパッケージの表
部分に入り、商品を彩っている。
　同法人と同社は20年以上の交流がある。コラボ商
品は昨年から始まり、今回は第２弾。２～６日に大
和屋高崎本店で開かれる同施設の販売会に合わせて

企画した。� ［８／１付上毛］

【粗おろしリンゴのドレッシング】
� ㈲果実庭
　前橋市でイタリア料理店「ピッツェリア・ペスカ！」
を経営するHAWORD（ハワード）は、リンゴ入りのド
レッシングを発売した。粗めにすりおろした群馬県産
のリンゴにニンニクを加えコクを深めた。価格は680円。
ペスカの店舗やスーパー、オンラインショップ、自動
販売機で販売する。
　㈲果実庭（代表取締役・桑原裕和氏／沼田支部所属）
が生産する木の上で熟して収穫する「樹上完熟」のリ
ンゴを使う。収穫後に熟すよりみずみずしく、酸味が
少ないという。肉料理や魚料理にも合う。同社のドレッ
シングはオリジナル、アンチョビなどに続き５種類目。
� ［８／７付日経］

【私募債寄付】
� 佐藤産業㈱
　佐藤産業㈱（代表取締役・佐藤克佳氏／富岡安中支
部所属）。東和銀行の「東和SDGs私募債」で新島学園
短期大学に充電式クリーナー２台と電子レンジ１台（10
万円相当）。� ［８／ 13付上毛］

【県産梅　ふりかけでPR】
� 赤城フーズ㈱
　県産の梅をPRしようと高崎商科大学の学生が発案し、
県内企業と共同開発した「虹色ふりかけ　うめらるど」
の試食販売会が18日、県庁31階のソーシャルマルシェ
＆キッチン「ギンガム」で開かれた。「いせさきもんじゃ」
など本県の名物や土産物と組み合わせた試食が振る舞
われ、来庁者が舌鼓を打った。
　うめらるどは、赤城フーズ㈱（代表取締役社長・遠
山昌子氏／前橋支部所属）の「カリカリ梅」と吉田七
味店（富岡市）の七味唐辛子を掛け合わせた商品。
� ［８／ 20付上毛］

【取締役副社長】
　トーモー㈱、取締役執行役員・清水晴哉氏（伊勢崎
支部所属）は、この度、「取締役副社長」に就任しました。

【専務取締役就任】
　㈱中島、取締役・中島将太氏（伊勢崎支部所属）は、
この度、「専務取締役」に就任しました。

【所属支部変更】
　㈲勝山電気工事、取締役・宮島茜氏（前橋支部所属）は、
この度、「高崎支部」に所属支部を変更しました。

【組織変更＆代表取締役就任】
　都丸農園、代表・都丸悟氏（渋川吾妻支部所属）は、
この度、「㈱トマルファーム」に組織変更し、合わせて「代
表取締役」に就任しました。
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企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

８月度常任理事会承認

前
橋
支
部

〒371-0835　前橋市前箱田町387-1-118

　中小企業専属社外CFOをしております、
六本木と申します。DXを通じて企業の成
長と財務の強化をさせていただいておりま
す。たくさんの方 と々交流を深めていきたい
と思い入会させていただきました。何卒宜
しくお願い致します。

ＴＥＬ：027−289−6550

社外CFO、財務DX支援

【紹介者／高屋敷奈央】
温泉巡り、旅行

㈱六本木事務所

代表取締役
六本木　直　人

S57年生

高
崎
支
部

〒370-0871　高崎市上豊岡町574-2

　タイヤの販売、組替、パンク修理、お預かり
等、タイヤに関するサービスを行っています。
乗用車、トラック、フォークリフト、農耕機ま
で、様 な々種類のタイヤを取り扱っております。
色々なことを先輩方にご指導いただけたらと
思いますので、よろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：027−344−1155
ＦＡＸ：027−344−2940

タイヤ販売、タイヤに関するサービス

【紹介者／瀧澤　啓】

高崎中央ビーエスタイヤ㈱

専務取締役
皆　川　高　輝

H10年生

伊
勢
崎
支
部

〒379-2214　伊勢崎市下触町450

　弊社はキュービクル等の板金溶接やカー
エアコン用コンプレッサー部品等の冷間鍛
造を行っております。事業承継を進めてい
る中で同友会のお誘いをいただき、多くの
ことを学びたいと思っております。よろしく
お願いいたします。

ＴＥＬ：0270−63−1108
ＦＡＸ：0270−63−1933

車載用コンプレッサー部品、クラッチ部品の冷間鍛造加工、切削、表面潤滑処理、溶接、配線、組付機構設計

【紹介者／中島将太】
ライブ鑑賞

矢内精工㈱

専務取締役
矢　内　慶　之

H５年生

日
時　

�
八
月
六
日
（
火
）

　
　
　

十
四
時
三
〇
分
～

会
場　

如
心
の
里
ひ
び
き
野

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
杉

﨑
、阿
久
戸
、吉
池
、理
事
／
小
板
橋
、

提
箸
、石
原
、佐
藤
、高
屋
敷
、渡
辺
、

小
池
、
鈴
木
、
本
多
、
周
藤
、
神
保
、

金
子
、
池
沢
、
佐
藤
、
茂
原
、
齋
藤
、

阿
久
戸
、
中
西
、
関
口
、
支
部
運
営

委
員
／
萩
原
、
乗
附
、
事
務
局
／
阿

久
澤
、
竹
内
（
役
員
計
二
十
六
名
）

【
議　

事
】

　

阿
久
戸
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ

と
め
、田
村
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
四
回
理
事
会
開
会
。
尚
、
終
了
後

に
役
員
研
修
交
流
会
が
控
え
て
い
る

た
め
、
議
題
を
し
ぼ
っ
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

１
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
三

名
、
退
会
者
四
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
二
五
名
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
中
同
協
定
時
総
会
in
宮
城
＆
全

国
幹
事
会
の
参
加
報
告

　

中
同
協
定
時
総
会
in
宮
城
＆
全
国

幹
事
会
の
参
加
報
告
が
町
田
代
表
理

事
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

３
．
青
全
交
in
広
島　

余
剰
金
の
返

金
に
つ
い
て

　

昨
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
青
年

経
営
者
全
国
交
流
会
in
広
島
の
余

剰
金
に
つ
い
て
、
群
馬
同
友
会
に

二
万
二
〇
〇
〇
円
（
参
加
者
一
人
に

つ
き
二
〇
〇
〇
円
）
返
金
さ
れ
た
こ

と
が
事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
、
そ
の

処
理
に
つ
い
て
は
次
回
理
事
会
で
改

め
て
審
議
・
承
認
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

４
．
運
営
規
定
の
一
部
改
定
に
つ
い

て
　

現
状
の
会
運
営
に
合
わ
せ
て
加

筆
・
修
正
し
た
群
馬
同
友
会
運
営
規

定
の
一
部
改
定
案
が
総
務
会
よ
り
提

案
さ
れ
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

５
．
そ
の
他
・
案
内
連
絡
事
項

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

６
．
第
五
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
九
月
三
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

【
役
員
研
修
交
流
会
】

　

理
事
会
終
了
後
に
は
役
員
研
修
交

流
会
を
開
催
。「
役
員
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
、
役
割
の
再
確
認
～
同
友
会

づ
く
り
・
支
部
づ
く
り
・
企
業
づ
く

り
～
」
と
題
し
、
田
村
代
表
理
事
・

阿
久
戸
副
代
表
理
事
・
吉
池
副
代
表

理
事
が
問
題
提
起
を
行
い
ま
し
た
。

三
名
は
総
会
議
案
書
に
記
載
さ
れ
た

内
容
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、
自
身
の

考
え
や
経
験
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
率
直
に
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
「
役
員
の
あ
り
方
と
実

践
す
べ
き
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
例
会
の
質

を
高
め
、
参
加
者
の
満
足
度
を
向
上

さ
せ
る
」「
新
役
員
に
対
し
て
も
役

員
の
あ
り
方
や
役
割
を
し
っ
か
り
伝

え
る
」「
自
社
で
の
実
践
と
成
果
。

何
よ
り
も
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
重

要
」「
や
ら
さ
れ
感
で
は
な
く
、
役

員
が
一
番
楽
し
む
こ
と
が
大
切
」
な

ど
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
二
部
と
し
て
懇
親
交
流

会
が
行
わ
れ
、
支
部
を
超
え
て
役
員

同
士
が
交
流
を
深
め
た
の
は
も
ち
ろ

ん
、
群
馬
同
友
会
の
今
後
の
成
長
・

発
展
を
誓
い
合
う
機
会
と
も
な
り
ま

し
た
。


